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ま
た
、
セ
ン
タ
ー
波
立
山 
J

時
と
奥
な
り
、
近
年
は 
N
P
O
や

市
民
団
体
得
に
よ
る
織 
h
T

な
活
動
が
広
が
り
、
仙
的
苦
の
服
用

就
業
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
他
成
・
文
化 
mU
の
多
械
な
社

会
参
加
活
動
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り

に
会
円以
一
桁
に
知
必
と
力
を
出
し
合
っ
て
参
り
た
い
と
巧
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
山
辿
し
て
三
点
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
す
む

一
つ
白
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化
推
進

と
し
て
、
企
問
い
叫
集
方
式
に
よ
る
補
助
市
栄
の
採
択
を
同
・
市

に
市民
山
口
し
セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
独
自
品
業
に
加
え
る
こ
と
に
よ

り、

会
一
は
の
就
業
機
会
を
市
民
や
行
政
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
下
楽

に
対
す
る
坪
価
を
日
め
る
と
同
時
に
、

会
日
自
ら
も
み
り
と
古

び
が
凡
い
だ
せ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

二
つ
国
は
、
数
年
後
に
は
六
十
五
成
以
上
の
高
齢 

H
FU

が
附
大

す
る
中
で
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
均
を
広
げ
て
い
く
必
裂
が
あ

る
と
忠
い
ま
す
。

三
つ
凶
と
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
下
業
に
対
す
る
凶
及
び
市
の

文
般
の
夜
間
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
凶
に
対
し
て
は
全
シ
協

市
に
対
し
て
は
シ
ル
バ
ー
が
、
企
岡
山
恥
宗
方
式
の
州
肋
下

業
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
併
せ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
巡
れ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

支
怨
の
班
加
を
行
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
一託
行
し
た
小
業
迎

色
体
制
を
依
立
さ
せ
て
発
注
者
と
働
く
会
只
双
方
の
ニ 

l
ズ
に

満
足
度
の
向
い
サ
ー
ビ
ス
が
ね
供
で
き
る
よ
う
魅
力
あ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
尖
m
引
を
比
ま
す

と
、
新
規
加
入
会
凡
数
l
八
人
、
脱
会
民自

魅
力
あ
る
セ
ン 
9
1積
り
を
め
ざ
し 

理
事
長

風

呂

井

侃

五
月
期
の
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
早
く
も
初
立
の 

さ

を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

会
日
の
山
押
さ
ま
、
市
民
の
貯
織
に
は
、
ご
壮
他
で
お
過
ご
し

の
こ
と
と
作
じ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
年
度
を
娠
り
返
っ
て
み
ま
す
と
氏
以
は
停

滞
し
応
用
州
勢
は
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、

国
や
地
方
公
共
同
体
の
行
財
政
改
市
が
加
泌
す

る
な
ど
、
シ
ル
バ
ー 

災
を
取
り
巻
く 

阿
波
は
依
然
と
し
て
厳

凶
十
五
人
と
会
口
数

は
二一
十
七
人
の
械
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
問
的
に
見
て
も
、

一

つ
の
浪
曲
と
し
て
は
年
金
支
給
開
始
年
附
の
引
き
上
げ
に
対
応

し
て
六
十
万
以
ま
で
の
応
用
継
続
始
以
の
促
進
が
凶
ら
れ
、

六
十
従
前
半
川
の
入
会
対
象
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
も
入
会
者

減
の
必
悶
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
退
会
者
別
の

原
悶
と
し
て
は
希
弔
問
利
が
少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

湖底ι佐命�  (1月泊:鷲部公民館にて)
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三
月
二
十
七
日
午
後
一
時
半
か
ら
三
月

期
通
常
総
会
が
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の

会
議
室
で
も
た
れ
ま
し
た
。

開
会
宣
言
の
あ
と
風
呂
井
理
事
長
が

「全
国
シ
ル
バ
ー
の
合
言
葉
は

『福
祉
の

受
け
手
か
ら
社
会
の
担
い
手
へ
』
で
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
地
域
の
た
め
に
力
を

つ
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
つ
い

で
江
田
島
市
長
か
ら

「日
ご
ろ
か
ら
の
市

政
へ
の
協
力
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
仕
事
に
励
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」

つ
い
で
山
木
市
議
会
副
議
長
が
あ
い
さ
つ
。

八
木
信
寿
会
員
を
議
長
に
選
出
。

事
務
局
か
ら

「会
員
二

一
四
名
中
、
委

任
状
一
四

二
、
出
席
二
四
名
、
計
一
六

六
名
で
総
会
は
成
立
し
て
い
る
」
と
報
告
。

議
事
録
署
名
人
に
落
野
弘
、
小
松
貢
会

員
を
選
び
議
事
に
は
い
り
ま
し
た
。

二
十
年
度
収
支
補
正
予
算
案
の
提
案
の

後
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

「
補
正
の
お
金
は
ど
こ
か
ら
出
る
の
か
」

の
質
問
に
「
他
の
科
目
か
ら
流
用
す
る
」

と
答
弁
。
他
に
質
問
無
く
、
挙
手
採
決
に

移
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

次
い
で
八
木
議
長
は
五
号
議
案
「
平
成

引
年
度
事
業
計
画
(
案
)
に
つ
い
て
」
、

六
号
議
案
「
平
成
引
年
度
収
支
予
算

(
案
)
に
つ
い
て
」

一
括
し
て
取
り
扱
う

こ
と
の
承
認
を
求
め
、
承
認
の
の
ち
事
務

局
が
提
案
。

事
業
計
画
で
は
、

「
人
件
費
の
二

%
カ
ッ
ト
。
受

注
は
前
年
度
公
共

は
九
%
減
、
民
間

は
九
%
増
え
て
い

る
。
金
額
は
一
四

二
万
円
減
で
、
就

労
の
機
会
を
増
や

す
。
そ
の
た
め
に

会
員
一
人
ひ
と
り

多
様
な
就
業
と
多
種
の
社
会
参
加
を

五
月
二
十
九
日
、
二
十
一
年
度
五
月
期

通
常
総
会
が
江
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

も
た
れ
ま
し
た
。

風
呂
井
理
事
長
は
開
会
あ
い
さ
つ
で

「
平
成
二
十

一
年
度
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
は
全
人
口
の

二
二

・
三
%
。
こ
う
い
う

事
態
の
中
で
高
齢
者
の
多
様
な
就
業
と
社

会
参
加
が
増
加
し
て
き
ま
す
。
国
の
企
画

提
案
方
式
と
い
う
補
助
事
業
も
あ
り
ま
す O

の
で
こ
れ
に
と
り
く
ん
で
行
き
た
い
。
」

田
中
市
長
は

「平
素
か
ら
の
市
政
へ
の
協
力
に
感
謝
し


て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
以
前
に
も
増
し


て
シ
ル
バ
ー
の
役
割
は
重
要
に
な
っ
て


き
ま
す
。
地
域
を
支
え
る
集
団
と
し
て
ま


す
ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま


す
。
」
次

い
で
山
木
市
議
会
副
議
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

が
注
文
を
と
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
が
大

切
。
ま
た
、
運
営
は
事
務
局
中
心
か
ら
会

員
中
心
と
し
、
積
極
的
に
仕
事
を
つ
く
っ

て
い
く
よ
う
に
す
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て

農
業
支
援
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
会
員
は
現

在
二

一
四
名
、
四
月
入
会
予
定
は
十
一
名
。

会
員
数
を
三 

名
と
す
る
」

こ
れ
に
対
し
て
「
運
営
を
会
員
中
心
と

す
る
と
は
」
と
い
う
質
問
に
「
事
務
局
中

心
を
理
事
会
中
心
と
す
る
」
と
答
弁
。

ま
た
「
三 

名
の
会
員
目
標
は
不
可

能
で
は
な
い
か
。
入
会
し
な
い
理
由
は
」

に
対
し
、

「
入
会
し
な
い
理
由
は
つ
か
め
て
い
な
い
。

下
谷
源
蔵
会
員
を
議
長
に
、
八
木
信
寿
、


登
地
靖
徳
会
員
を
議
事
録
署
名
人
に
選
出


し
議
事
に
は
い
り
ま
し
た
。


一
号
議
案
の
「
二
十
年
度
事
業
報
告
」


で
は
、
会
員
の
獲
得
、
就
業
機
会
の
開
拓
、


自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
設
立
、
互
助
活
動


へ
の
支
援
な
ど
。

二
号
議
案
の
「
ニ
十
年


度
収
支
決
算
」
、
監
査
報
告
が
行
な
わ
れ


ま
し
た
。
質
疑
・
討
論
に
う
つ
り
、
大
川


博
正
会
員
か
ら
「
会
員
へ
の
事
業
配
分
の


公
平
性
を
保
つ


た
め
に
ど
の


よ
う
な
配
慮
を


し
て
い
る
の
か
。


退
会
の
理
由
に


未
就
業
と
い
う O

O
O
O


の
が
あ
る
の
で


は
な
い
か
」
と


の
質
問
。
こ
れ


一一一 

名
の
目
標
は
全
国
シ
ル
バ
ー
の
目

標
に
合
わ
せ
て
設
定
し
た
も
の
」
と
説
明
。

ま
た
「
今
ま
で
就
業
開
拓
や
副
班
長
制

度
の
導
入
な
ど
で
意
見
を
あ
げ
て
き
た
が

一
つ
も
実
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か」と
い
う
厳
し
い
意
見
に
対
し
て
事
務
局
は

「来
年
度
実
施
す
る
方
向
で
検
討
中
」

ま
た

「シ
ル
バ
ー
の
農
業
支
援
に
つ
い

て
も
っ
と
宣
伝
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
で
討
論
を
打

ち
切
り
採
決
に
移
り
ま
し
た
。
多
数
の
賛

成
で
五
、
六
号
議
案
は
承
認
さ
れ
、
総
会

は
終
わ
り
ま
し
た
。 

4
a益
田
訟
指
設
省

'
a・
2寝
穆
復

5
2
s
e

，
，場

穆 

，銀 

匁
砂
壁 

宮
猛 

適
舞
在
第
鷺
診
笠
Z
Z訟 

・
笠 

安 

金
事
生 

宮 

傘
事 

-

に
対
し
て
二
井
事
務
局
長
は
「
希
望
職
種

と
受
注
職
種
が
マ

ッ
チ
し
な
い
た
め
未
就

業
者
が
出
る
。
そ
こ
で
新
し
い
仕
事
の
開

括
と
未
就
業
者
に
つ
い
て
の
適
正
な
就
業

が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
答
弁
。
採

決
に
移
り
ま
し
た
。

二
号
議
案
の
「
二
十
年
度
収
支
決
算
」

で
は
質
疑
も
な
く
採
決
に
移
り
、
両
案
と

も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一二
号
議
案
「
理
事
・
監
事
の
選
任
で


は
風
巴
井
侃
、
豊
島
喜
登
志
、
小
松


賞
、
久
留
須
博
恵
、
八
木
信
寿
、
西
野
文


三
、
山
田
タ
ケ
子
、
的
場
重
視
、
津
岡
邦


恵
、
大
迫
敏
夫
、
森
合
修
、
上
向
井
明
信
、


上
田
英
夫
、
森
井
勉
、
田
口
宜
久
、
釜
賀


恒
美
、
登
地
靖
徳
、
二
井
省
三
が
理
事
に、



監
事
に
は
井
川
伍
、
野
崎
剛
睦
が
選
任
さ


れ
、
新
し
い
理
事
会
の
協
議
で
、
理
事
長


に
風
目
井
、
副
理
事
長
に
豊
島
、
常
務
理


事
に

二
井
(
事
務
局
長
)
の
各
理
事
が
選


任
さ
れ
ま
し
た
。
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岡
山
県
総
社
市
、
広
島
県

一次
市

-= 

シ
ル
バ
ー
を
訪
ね
て

理
事O
、
監
事
研
修
会
に
参
加
し
て

O
O
OO

O

一
月
二
十
六
日
、
岡
山
県
総
社
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
現
定
の
枝
葉
チ
ッ

O

プ
を、

二
十
七
日
、
広
島
県
三
次
市
で

O

チ
ッ
プ
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
よ
り
ん

さ
い
」
事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

総
社
市
の
セ
ン
タ
ー
で
は
十
二
時
三
十

分
か
ら
事
業
の
内
容
、
規
模
等
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
周
囲
を
田

園
に
閉
ま
れ
、
建
物
は
二
階
建
て
で
、
遠

方
か
ら
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

し
た
。会

員
は
九
七 

名
、
う
ち
男
性
は


六
三
六
人
、
女
性
は
こ
三
四
人
で
、
市
の


人
口
に
対
す
る
粗
入
会
率
は
四
・
九
%
で
、


女
性
の
多
い
の
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

事


業
技
九 

万
円
の
う
ち
、
独
自
事
業


収
入
四
、
七 

万
円
、
持
定
、
伐
採
し


た
樹
木
を
チ
ッ
プ
状
に
粉
砕
し
て
四
、
五


メ
ー
ト
ル
四
方
、
高
さ
十
五
セ
ン
チ
の
型


枠
に
入
れ
て
成
型
し
、
六
か
月
間
自
然
熟


成
さ
せ
た
も
の
を

四 

リ
ッ
ト
ル
の
袋


詰

め

に

し

て


三
三 

円
で
市


販
し
て
い
る
。


理
事
の
役
割

は
重
大
で
、
入

会
説
明
も
月
に

一
回
輪
番
で

行
っ
て
い
る
と

聞
い
た
あ
と
屋

外
作

業

場

に

平成� ;工

行
き
、
木
の
収
納
庫
、
チ
ッ
プ
シ

ュ
レ

ツ

ダ 

、
薪
割
機
等
機
具
の
使
用
法
を
聞
い

て
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ

ら
が
事
業
と
し
て
成
り
立
ち
、
会
員
が
参

画
し
、
こ
の
事
業
に
や
り
甲
斐
を
感
じ
て

い
る
こ
と
で
し
た
。

二
十
七
日
は
三
次
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
。
十
三
時
二
十
分
か
ら
事
業
内

容
を
聞
き
ま
し
た
。
正
会
員
は
五
五
七

人
、
男
性
は
四 

一二
人
、
女
性
は
一
五
四

人
、
粗
入
会
率
は
二
五
%
。
会
員
の
提
案

に
よ
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
」
事
業

植

木

勢

定

講

習

会

に

参

加

し

て


l平
成
初
年
度
の
講
習
会
に
は
四
十
八
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
植
木
の
関

定
に
は
興
味
が
あ
り
受
講
さ
せ
て
頂
き
ま

O

し
た
。
五
日
問
、
延
べ

二
十
四
時
間
で
受

講
生
は
先
生
の
指
導
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。
講
師
は
、
こ
の
道
三
十
年
の
ベ

テ
ラ
ン
で
江
田
島
町
出
身
の
宮
内
民
生
先

生
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
四
日
目
、
五

l

日
目
は
雨
の
予
報
な
の
で
日
程
を
入
れ
替


え
て
勉
強
し
ま
し
た
。


一
日
目
開
講
式
、
オ
リ
エ
ン
テ 

シ
ヨ

ン
、
樹
形
仕
立
の
技
術
、
関
定

の
方
法
と
技
術

二
日
目
的対
定
と
整
枝
(
実
習
)
旧
秋
月

小
学
校

三
日
目
前野
定
と
整
枝
、
午
前
旧
秋
月
小

学
校
、
午
後
旧
津
久
茂
小
学
校
。

四
日
目
現
定
の
方
法
と
技
術
、
土
と
病

古
虫
、
施
肥
、
ひ
も
の
結
び
方
。

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。
太
田
職
員
の
案
内
で

市
内
の
「
よ
り
ん
さ
い
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ

プ
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
市
内
の
高
庖
街

の
中
央
付
近
に
あ
る
の
で
庖
は
繁
盛
し
て

い
る
模
様
。
会
員
手
作
り
の
品
(
手
芸
品
、

木
工
製
品
、
竹
炭
等
)
そ
れ
に
焼
き
苧
も

よ
く
売
れ
て
い
ま
し
た
。
事
業
の
他
、
社

会
奉
仕
と
し
て
保
育
所
、
小
学
校
等
公
共

施
設
の
草
刈
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

一一
日
間
の
研
修
で
特
に
感
じ
た
事
は、

理
事
の
役
割
が
大
事
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。

M 
-
K
記

津
岡

五
日
目
作
業
の
安
全
、
郵
定
用
具
の
使

い
方
(
実
習
)
。
シ
ル
バ

ー

ワ 

ク
プ
ラ
ザ
。

講
義
の
進
め
方
は
、
そ
の
都
度
、
質
問


を
受
け
、
そ
れ
に
答
え
て
く
だ
さ
る
の
で


受
講
生
は
納
得
出
来
て
次
に
進
む
事
が
出


来
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
又
、


実
習
で
は
、
旧
秩
月
小
学
校
、
旧
津
久
茂


小
学
校
の
庭
の
樹
木
の
抑
定
を
し
、
と
て


も
す
が
す
が
し


い
形
の
良
い
樹


形
に
な
り
ま
し


た。



四
日
目
の
ひ

も
の
結
び
方
の

実
習
に
は
、
ほ l

と
ん
ど
の
人
が

四
苦
八
苦
で
す
。

習
得
出
来
れ
ば
、

「こ
う
す
れ
ば

邦
悪

良
か
っ
た
の
か
」
と
皆
で
大
笑
い
で
す
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
、
活
躍
し
て
い
ま
す

か
。
数
名
の
方
は
シ
ル
バ
ー
で
働
い
て
居

ら
れ
ま
す
。
私
は
、
失
敗
し
な
が
ら
実
践

し
て
居
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
、
講
習
会
は
来
年
度
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

技
術
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

現
場
の
取
材
は
楽
し
い

私
が
作
業
現
場
の
取
材
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
十
年
近
く
が
た
ち
ま
す
。

草
刈
り
、
植
木
の
現
定
、
浄
水
場
の
ろ
過

池
の
砂
削
取
り
な
ど
、
そ
こ
で
は
私
の
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
多
く
の
仲
間
か
ら
教

わ
り
、
ま
た
、
今
ま
で
訪
ね
た
こ
と
の
な

い
場
所
に
行
く
こ
と
で
新
し
い
発
見
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
現
場
を
訪
ね
る
こ
と
で

多
く
の
仲
間
と
知
り
合
い
に
な
り
、
町
中

で
会
っ
た
ら
挨
拶
す
る
間
柄
に
な
っ
た
こ

と
も
如
し
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。

た
ま
た
ま
十
時
の
休
憩
時
間
に
行
き
ま


す
と
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
相
伴
に
な
る
こ
と
も


あ
り
ま
す
。


こ
の
時
出
る
話
は
作
業
の
手
順
、
効
率

的
な
仕
事
の
仕
方
。
時
に
は
今
の
政
治
の

あ
り
方
な
ど
で
す
。
そ
こ
で
は
皆
さ
ん

が
今
の
政
治
の
あ
り
方
、
殺
人
の
絶
え
な

い
世
相
に
対
す
る
怒
り
や
懸
念
が
語
ら
れ

ま
す
。
私
は
六
十
年
、
七
十
年
と
懸
命
に

生
き
て
き
た
会
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
、
私

の
思
い
と
同
じ
だ
な
と
共
感
す
る
こ
と
が

度
々
で
す。

 

生
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灰
小
町

し
た
。

当
て
る
と
い
い
で
す
よ
」
と
話
す
と
、
こ

の
人
は
「
こ
れ
が
欲
し
く
て
来
た
ん
だ
」

と
買
っ
て
行
き
ま
し
た
。

ユ
ズ
の
実
をも

ら
い
ま
し
た

ら
実
を
持
っ
て
帰
っ
た
ら
」
と
私
に
実
を

く
れ
ま
し
た
。

い
ま
一
人
の
仲
間
は
側
溝
沿
い
の
植
木

の
現
定
、
刈
り
と
っ
た
小
枝
や
草
は
持
参

し
た
容
器
に
入
れ
ま
す
。

作
業
し
て
い
る
仲
間
は
三
人
、
そ
れ
ぞ

れ
が
手
分
け
し
て
作
業
を
進
め
る
。
そ
の

手
際
よ
さ
に
感
心
て
そ
の
場
を
去
り
ま
し

た。
一
窯
に
二
ト
ン
の
竹
を
入
れ
て

と
れ
る
炭
は
五
0
0キ
ロ

四
月
二
十
三
日
の
午
前
、
大
原
の
竹
炭

窯
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
こ
で
森
合
さ
ん
か

ら
聞
い
た
話
を
紹
介
し
ま
す
。

「今
日
は
二
人
で
焼
い
て
い
ま
す
。

一

窯
に
二
ト
ン
の
竹
を
入
れ
て
や
く
と
五

0 

0
キ
ロ

の
炭
が
と
れ
ま
す
。
や
き
方
は
、

窯
の
中
に
竹
を
入
れ
、
焚
き
口
で
木
を
燃

度
に
な
る
と
そ

O

や
し
、
窯
の
温
度
が
八

の
熱
で
竹
が
自
然
に
燃
え
出
し
ま
す
。
全

工夫をとらした

竹炭商品

三
月
十
五
日
の
江
田
島
公
民
館
ま
つ
り

時すん今だりのりか 取をう所出
は。いが暑ーの現から作材仲どにか四
あさいいく仕定か 三 業し問支戻け月

つ な事とる人はまが所つま ニ
まい時ちく二草庭で八ししのてし十
りうでばて ま刈木と時たて前もた 三

。いの重が日
た 空 松 場
のきさ所炭
で 屋 んが焼

のはわき
そ庭不かの
のの在ら取
様手。ず材
子入ち、に
をれよ支と

たに姿思作たさのふ た実こ いら度加
|あ網 。収をわ 品かん隅と�  l席 。 感 の 話 液 五 の度
沖まに め カ ず が わ が に 作 り し 大 を が 年液が

まメそあい作森業ぎ ま き 聞 取 寝が低言 りか
しラのりいっ合台わ しさいれかとい

でたま すれ。
の 百四一� 3 
ちのか

はのすとま乾
二は」不す燥2;がた ト大純 。さ

緬チの ンき 物そせ
のな がのた警ヌ笠 竹窯 沈液竹

に
出
庖
。
場
所
は
二
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横

の
通
路
の
角
。
理
事
長
、
事
務
局
長
、
中

常
さ
ん
と
女
性
会
員
の
芦
川
さ
ん
の
四
人

が
八
時
前
に
来
て
準
備
を
し
ま
し
た
。

九
時
過
ぎ
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
ま
す
。

年
輩
の
女
性
は
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

に
関
心
が
あ
る
ら
し
く
数
名
の
方
が
買
い

ま
す
。
子
ど
も
に
は
竹
ト
ン
ボ
、
売
れ
ゆ

き
は
上
々
で
す
。

展
示
し
て
あ
る
物
は
女
性
会
員
製
作
の

体
に
火
が
ま
わ
っ
た
ら
焚
き
口
を
閉
め
ま

す
。
材
料
は
切
っ
て
き
た
竹
を

一
定
の
長

さ
に
切
り
、
一
ヵ
月
近
く
い
ぶ
し
、
そ
の

あ
と
一 

1
二
ヵ
月
陰
干
し
を
し
ま
す
。
そ

の
あ
と
窯
に
入
れ
て
焼
き
ま
す
。
」

見
れ
ば
中
央
の
通
路
の
右
側
に
い
ぶ
し

て
黒
ず
ん
だ
竹
が
き
ち
ん
と
揃
え
て
並
べ

て
あ
り
ま
す
。

「
出
来
た
炭
は
障
害
者
の
授
産
施
設
『
青

空
作
業
所
』
に
依
頼
し
て
い
ろ
い
ろ
な
製

品
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大
柿
町

の
時
は
そ
う
し
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
な
か
な
か
売
れ
ま
せ
ん
。

青
竹
を
焼
い
た
時
に
と
れ
る
竹
酢
液
は

四
月
二
十
五
日
、
雨
の
中
を
沖
美
町
の

ゴ
チ
網
漁
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

二
井
事
務
局
長
の
車
に
便
乗
し
て
沖
美

町
へ
。
着
い
た
時
に
は
す
で
に
加
藤
さ
ん

達
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
が
二
十
人
余
り
来
て

い
ま
し
た
。

漁
に
出
る
と
い
う
の
で
小
松
さ
ん
達
と

一
緒
に

二
井
さ
ん
の
車
で
港
に
。
五
ト
ン

の
漁
船
に
乗
っ
て
出
港
。
出
港
し
て
す
ぐ

半
円
を
描
い
て
網
の
つ
い
た
ロ 

プ
を
流

し
ま
す
。

ご

一0
0
メ
ー
ト
ル
(
二
本
の

ロ
ー
プ
)

が
く
り
出
さ
れ
、
最
後
に
網
が

水
中
に
入
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く

l

帽
子
、
竹
ト
ン
ボ
、
組
木
細
工
そ
れ
に
畳

表
で
作
っ
た
小
さ
な
敷
物
な
ど
。
竹
炭

お
手
玉
の
炭
っ
子 

、
に
お
い
袋
の

μ

な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま

訪
れ
た
人
の
質
問
に
は
芦
川
さ
ん
や
事

仕
事
が
な
く
、
夏
の

暑
い
さ
か
り
に
は
あ

り
ま
す
」
「
根
を
す

ご
く
張
っ
て
い
る
の

で
、
一
度
上
を
切
っ

て
、
そ
れ
か
ら
根
を

抜
き
ま
す
」
と
仕
事

の
手
を
休
め
ず
話
し

て
く
れ
ま
す
。

ユ
ズ
の
木
が
二
本、

四
個
ほ
ど
実
を
つ
け

て
い
ま
す
。
「
ど
う

せ
勢
定
す
る
の
だ
か

務
局
長
が
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

孫
娘
を
連
れ
て
き
た
お
ば
あ
さ
ん
が
お

手
玉
の
作
り
方
を
教
え
て
い
ま
す
。
針
の

穴
に
糸
を
通
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
。

年
地
の
男
性
が
「
竹
炭
を
水
に
入
れ
て

飲
む
の
に
使
っ
て
い
る
」
と
言
い
な
が
ら

買
い
ま
す
。
芦
川
さ
ん
が
「
時
々
日
光
に

がの 殿をは
て 寸ー
み ー-

入そ し三高
るば て年い| 直
と、 いか濃�  
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に
は
チ
ヌ
飯

庭
で
は
チ
ヌ
を
五
人
の
男
の
人
が
さ
ば
い

て
い
ま
す
。
実
に
手
際
が
よ
い
の
に
感
心

し
ま
し
た
。

家
か
ら
持
っ
て
き
た
刺
身
包
丁
で
刺
身

を
作
る
の
は
加
藤
会
員
の
奥
さ
ん
。

「
私
は
手
伝
い
に
来
た
の
で
は
な
い
の

と
ぼ
や
き
な

が

ら

も

手

を
休
め
ま
せ

ん。

チ
ヌ
の

切
り
身
を
焼

く
い
い
に
お

い
。
刺
身
や

焼
き
身
は
大

皿
に
盛
り
座

敷
へ
。
そ
こ

魚
を
し
め
て
船
の
水
槽
に
入
れ
ま
す
。

漁
が
終
わ
っ
て
食
事
の
家
に
戻
り
ま
す
。

l

ま
り
の
鯛
や
チ
ヌ
が
ピ
チ
ピ
チ
は
ね
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
見
て
「
わ
ぁ 

」
と
皆
が

歓
声
を
あ
げ
ま
す
。
漁
師
さ
ん
が
取
れ
た

小
松
さ
ん
か
ら
期
待
の
声
が
あ
が
り
、
愛

用
の
カ
メ
ラ
を
構
え
ま
す
。

網
が
見
え
て
く
る
と
機
械
で
巻
く
の
を

や
め
、
手
で
網
を
引
き
あ
げ
ま
す
。
集
魚

網
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
中
に
は
二
十
匹
あ

「
何
が
お
る
か
な
」

と
漁
師
さ
ん
の
芦
が
か
か
り
ま
す
。
ロ
ー

プ
の
口
が
狭
ま
っ
て
き
ま
す
。

「
あ
と
四
分
」

船
を
進
め
網
の
巻
き
上
げ
が
始
ま
り
ま
す
。

船
は
前
進
を
か
け
た
ま
ま
で
す
が
、
網
の

重
み
で
そ
の
場
を
ほ
と
ん
ど
動
き
ま
せ
ん
。

巻
き
あ
げ
の
最
中
に
雨
が
あ
が
り
ま
し
た
。

に
刺
身
や
焼
き
魚
を

ゴ
マ
あ
え
、

鯖
の
く
わ
焼

き
の
調
理
の

仕
方
を
説
明

し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ

調
理
に
か
か

り
ま
す
。

「
こ
れ
は
ど

の

よ

う

に 

-

切
る
の
で
す

」

か

」

下

な
ど
の
声
に
こ
た
え
、
講
師
の
二
人
が
そ

の
テ
ー
ブ
ル
に
廻
っ
て
説
明
し
ま
す
。
男

性
の
会
員
が
な
れ
ぬ
手
つ
き
で
ゴ
ボ
ウ
や

サ
ト
イ
モ
の
皮
を
む
い
た
り
、
白
菜
を
切

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

「
皆
さ
ん
上
手
で
サ
ッ
サ
と
や
っ
て
い
ま

す
ね
」
と
は
講
師
の
言
葉。

「
四
組
の
テ
ー
ブ
ル
が

一
番
」
と
副
理
事

§匂守

と
る
容
器
が
箸
と
と

も
に
並
べ
て
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
が
席
に

着
き
、
食
事
が
始
ま

り
ま
す
。

「
お
い
し
い
」

と
は
皆
の
声
。
一
人

ビ
l
ル
を
楽
し
む
人
、

に
二
本
つ
い
た
缶

に
ぎ
や
か
な
会
食
で

し
た
。
チ
ヌ
の
味
噌

汁
を
い
た
だ
き
、
土

産
の
チ
ヌ
を
一
匹
、
ず
つ
い
た
だ
い
て
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。

い
い
経
験
に
な
っ
た

こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た
い

一
月
二
十
三
日
、
料
理
講
習
会
が
鷲
部

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
三

十
人
。
講
師
は
会
員
の
加
藤
さ
ん
、
樺
岡

さ
ん
で
し
た
。

風
巴
井
理
事
長
は
「
人
間
生
涯
勉
強
、

講
習
会
に
参
加
し
て
知
識
、
技
能
を
高
め

て
く
だ
さ
い
。
来
月
に
は
勢
定
講
習
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
の
参

加
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
講
習
会
の
希

望
が
あ
れ
ば
考
え
ま
す
の
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

講
師
の
加
藤
さ
ん
が
「
塩
分
は
控
え
め

に
、
一 

0
グ
ラ
ム
以
下
を
心
掛
け
た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
は
一
・
六
グ
ラ

ム
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
今
日
の
調
理
の
順

番
は
ゴ
マ
ア
工
、
豚
汁
、
サ
パ
の
順
。
」

と
レ
シ
ピ
に
従
っ
て
豚
汁
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

長
の
豊
島
さ
ん
が
自
慢
げ
に
声
を
あ
げ
ま

す。
料
理
が
出
来
あ
が
り
ま
す
。

全
員
が
食

卓
に
つ
き
、
食
事
が
始
ま
り
ま
す
。
八
木

さ
ん
は
「
作
り
方
が
簡
単
で
し
た
」
、
梅

田
さ
ん
は
「
女
性
よ
り
男
性
が
上
手
で

す
。
家
の
よ
り
も
う
す
味
で
す
」
と
話

す
。
三
班
の
男
性
は
「
家
で
は
ノ
ー
タ
ッ

チ
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
参
加
し
た
い
」
。
六
班
で
は
「
お
い

し
か
っ
た
。
女
性
の
包
丁
さ
ば
き
に
感
心

し
ま
し
た
」
。
五
班
で
は
「
ゴ
ボ
ウ
の
サ

サ
ガ
キ
が
出
来
、
え
ら
く
な
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

十
二
時
過
ぎ
に
片
付
け
も
終
わ
り
、
解

散
し
ま
し
た
。

説

明

鯖
の
「
く
わ
焼
き
」
は
、
昔
農
民
が
鍬

の
上
で
、
後
に
ス
コ

ッ
プ
の
上
で
鯖
を
焼

い
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
に
な
り
ま
し
た
。

材 料

鯖切り身

サラダ油

青ねぎ

|しょうゆ� 

A~ 砂糖

|酒

大根

にんじん

塩

①鯖は皮めに十字に切れ込みを

入れ、 青ねぎは細かく刻む

①サラタ油を熱し、鯖の皮めの

方から焼き、 間酉に焼き色が

つくまで焼いて取り出し、油

を捨ててもどす。� 

①Aの合わせ調昧料を加えて、

弱火で昧が染み込むように2 

~3 回返しながら焼き付け、

煮汁が少なくなったらねぎを

振りいれてからませる。

④大根、にんじんは� 4cm長さの

短間に切って塩でもみ水気を

しぼって、鯖に添える。

鯖のくわ焼き
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大
迫

下
水
の
汚
水
処
理
場
か
ら
出
す
も

の
を
も
ら
っ
て
混
ぜ
た
ら
。

轟
合

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
り
な
が
ら

改
め
て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
長

理
事
会
に
ひ
き
続
く
話
し
合

い
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ょ
っ
と
そ
‘
シ
ル
バ
ー
へ

二
十
年
四
月
以
降
次
の
方
が
入
会
さ
れ

ま
し
た
。

大
迫

一
夫

植
木
や
鈎
定
枝
の
チ
ッ
プ
化
事
業
を
始

め
る
こ
と
に
つ
い
て
理
事
さ
ん
達
が
話
し

合
い
、
合
意
し
ま
し
た
。
そ
の
話
し
合
い

の
あ
ら
ま
し
で
す
。

野
崎

チ
ッ
プ
機
械
を
と
取
り
入
れ
て
行

う
、
木
材
の
チ

ッ
プ
化
は
地
球
の
温
暖
化

対
策
、
環
境
保
全
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た

土
に
返
す
こ
と
で
農
家
に
も
喜
ば
れ
る
と

思
い
ま
す
。
機
械
の
購
入
に
は
固
と
市
か

ら
同
額
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

八
木

こ
の
事
業
を
行
う
と
聞
い
て
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。

釜
賀

チ
ッ
プ
は
ミ
カ
ン
畑
の
消
毒
や
除

草
の
邪
・
脆
に
な
ら
な
い
よ
う
細
分
化
し
な

い
と
。

事
務
局
長

一
0
セ
ン
チ
く
ら
い
で
は
。

|
八
木
さ
ん
が
チ
ッ
プ
の
実
物
を
示
し
て

八
木

こ
の
チ
ッ
プ
は
何
回
も
混
ぜ
合
わ

せ
た
品
で
、
一
年
で
は
こ
こ
ま
で
出
来
ま

せ
ん
。

西
野

材
料
は

木
材
で
あ
れ
ば

何
で
も
い
い
ん

で
す
ね
。

事
務
局
長

そ

う
で
す
。

上
回

集
め
た

木
材
の
中
に
空

き

缶

な

ど

が

入
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
。

一
枚
八
万
円
で
す
。
砥
ぐ
と
四
回
ぐ
ら
い

に
ま
と
わ
り
つ
き
ま
す
。

l

や
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。

つ
い
て
二
千
円
く
ら
い
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク


は
一
台
を
考
え
て
い
ま
す
。


金
は
三
万
二
千
円
、
そ
れ
に
保
険
が
士
一


円
。
五
年
リ 

ス
で
や
る
と
五
年
先
に
は


登
地

かいな振とにチすにで手 ら設
どまが興で入ツ。も雇はな備
うするに限れプまな用要く貨
か。とも業るをたり対る 、は
で 問 思 つ の こ 畑 、 ま 策 の人要
す題
ねは
。安

定
し
て
材
料
が
入
る

事
務
局
長

仕
分
け
に
人
が
要
り
ま
す
。

八
木

総
社
市
で
は
仕
分
け
に
女
性
が
二

人
つ
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
材
料
を
入

れ
る
の
も
女
性
と
の
こ
と
で
し
た
。

集

め� 

lま

料

材

機
械
の
刃
の
こ
と
で
す
が
、

事
務
局
長

は
使
え
ま
す
。

八
木

釜
賀

シ
ュ
ロ
の
皮
は
繊
維
が
多
く
、
刃

現
定
作
業
を
チ
ッ
プ
ま
で
含
め
て

森
合

る
は
ず
。

大
迫

た
ら
。

事
務
局
長 業

者
に
話
を
す
れ
ば
材
料
は
く
れ

市
内
の
造
園
業
者
に
も
声
を
か
け

機

械

は

レ

ン

タ

ル

で

関
定
枝
は
ト
ラ
ッ
ク
一
台
に

一
か
月
の
料万

自
分
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
車
は
「
軽
ト

ラ
ッ
ク
」
を
考
え
て
い
ま
す
。
目
標
の

七
五
%
以
上
を
や
れ
ば
毎
年
補
助
が
出
ま

す
。
二
年
目
か
ら
は
二
百
万
円
で
す
。

前
向
き
に
検
討
す
べ
き
で
す
ね
。

豊
島

機
械
は
い
い
も
の
を
買
わ
ね
ば
。

チ
ッ
プ
に
竹
炭
な
ど
を
入
れ
た
ら

事
務
局
長

来
週
、

三
原
、
福
山
に
視
察

に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
視
る
対

象
は
工
場
や
倉
庫
な
ど
環
境
を
と
考
え
て

い
ま
す
。

野
崎

家
の
近
く
に
ム
ク
の
木
が
あ
り
ま

す
。
市
に
頼
ん
で
伐
採
と
前
同
定
し
て
も
ら

い
ま
す
。
太
い
木
が
チ
ッ
プ
化
で
き
る
よ

う
な
機
械
を
と
り
入
れ
た
ら
よ
い
。

事
務
局
長

直
径
十
八
セ
ン
チ
の
木
が
切

れ
る
機
械
を
買
う
予
定
で
い
ま
す
。
来
週

あ
た
り
第
一
回
の
視
察
に
行
く
予
定
で
す
。

風
自
井

堆
肥
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
に
は
竹
炭
を
入
れ
た
ら
よ
い
。
ま
た
、

こ
れ
を
使
っ
て
花
の
苗
づ
く
り
を
し
て

売

っ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

釜
賀

カ
リ
や
チ
ッ
ソ
も
加
え
た
ら
。

森
合

肥
料
メ
ー
カ
ー
が
一
ト
ン
千
円
く

ら
い
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
の
か

ね
あ
い
も
考
え
な
く
て
は
。

松
下
昭
博

胡
子
知
久

曽
根
年
数

中
下
与
一

候

島

恵

大

下

勇

奥
田
一
重

漬
野
勝
也

小
野
山
貢

飴
野
正
彦

森
脇
悦
夫

畑
本
敏
雄

沖
井
京
子

平
木
義
光

大
年
正
光

保
島
康
代

西

本

潔

山

田

勇

白
沢
文
恵

島
村
元
弘

小
河
淑
文

新
本
輝
三

三
笠
政
徳

登
地
靖
徳

一
勝
岡
敏
彦

上
向
井
裕
士
一

橋
野
雅
誉

久
保
恵
美

空
本
光
法

田
口
宜
久

谷
上
哲
行

沖

山

武

盆
灯
篭
作
叫

俗
に
そ
の
形

か
ら
「
ア
サ
ガ

オ
灯
ろ
う
」
と

も

言

わ

れ

広

島
市
と
そ
の
周

辺
で
独
特
の
習

俗
と
な
っ
て
い

る
。
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一
打
ご
と
に
歓
声
の
あ
が
っ
た

・

l

ll

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

一

種

調 

四
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
セ
ン
タ
ー
横

プ
ラ
ザ
脇
の
中
央
公
園
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

五
十
五
名
。

l

一
チ 

ム
六
名
か
ら
七
名
、

八
組
で
成

績
を
競
い
ま
す
。

十
時
、
組
ご
と
に
整
列
し
た
列
に
向
っ

て
加
藤
互
助
会
長
の
「
楽
し
く
や
り
ま

-
E
L

し
ょ
う
」
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
終
わ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
位
置

に
つ
い
て
開
始
。
ホ
ー
ル
の
位
置
に
は
そ

れ
ぞ
れ
遠
近
が
あ
り
、
距
離
の
あ
る
ホ
ー

ル
に
向
け
て
は
強
く
打
ち
ま
す
。
で
も
、

ホ 

ル
を
数
メ
ー
ト
ル
過
ぎ
て
止
ま
る
も

の
、
力
を
少
し
弱
め
て
打
っ
た
球
は
手
前

で
止
ま
る
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
ね
ら
つ

で
も
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
で

も
、
打
っ
た
び
に
歓
声
が
あ
が
り
、
場
内

は
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

す
べ
て
の
チ 

ム
が
ま
わ
り
終
え
た
の


は
十
時
四
十
分
ご
ろ
。
そ
の
あ
と
花
見


会
。
小
松
さ
ん
は
じ
め
数
人
の
会
員
が
宴


席
の
シ 

ト
を
敷
き
ま
す
。
そ
こ
に
女
性


会
員
を
中
心
に
し
た
人
達
が
弁
当
と
ビ
ー


ル
、
お
茶
を
配
り
ま
す
。


全
員
が
席
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
加
藤
さ

ん
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
。
そ
の
時
、
益
村

さ
ん
か
ら
清
酒
二
本
の
寄
贈
が
あ
っ
た
と

紹
介
。
つ
い
で
風
呂
井
理
事
長
が
「
合
併

し
て
(
江
田
島
シ
ル
バ
ー
と
大
柿
高
齢
者

事
業
団)、

ご一
回
目
の
花
見
。
お
互
い
に

元
気
で
な
け
れ
ば
何
も
出
来
な
い
の
で
、

元
気
で
す
ご
し

て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ

つ
。
次
い
で
正

井
副
市
長
が

「三
月
十
九
日

次
年
度
予
算
が

通
過
し
た
。
持

続
可
能
な
江
田

島
市
を
実
現
す

る
た
め
ご
協
力
を
」

と
あ
い
さ
つ
の
後
、

乾
杯
の
発
声
。
皆
が
そ
れ
に
和
し
て
宴
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

官
頭
、
加
藤
さ
ん
が
ゴ
ル
フ
の
結
果
を

発
表
。
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
品
が
渡
さ
れ
ま

す。
優
勝
は
川
本
松
実
さ
ん
。

l
準
優
勝
は
八
木
信
寿
さ
ん
。

l

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
は
、
仁
井
清
治
さ

ん。
ブ 

ビ 

賞
は
加
藤
孝
右
さ
ん
。

ホ
タ
ル
貨
は
豊
島
副
理
事
長。

宴
会
は
二
時
間
続
き
、
十
四
時
ご
ろ
に

散
会
し
ま
し
た
。

自
治
会
の
行
事
に
参
加
し
てl

去
る
五
月
九
日
、
「
児
童
週
間
」

の

一


環
と
し
て
鷲
部
子
供
会
主
催
の
ウ
ォ 

キ


ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。


鷲
部
公
民
館
九
時
集
合
、
保
護
者
の
方


の
準
備
体
操
を
終
え
注
意
事
項
を
聞
い
て


九
時
三
十
分
出
発
し
ま
し
た
。
子
供
達
は


早
く
行
こ
う
と
意
気
ご
ん
で
い
ま
し
た
。


鷲
部
公
民
館
前
の
県
道
を
横
切
っ
て
横

昔、道
ま
で
上
が
り
ま
す
。
初
め
て
通
る
子

が
多
く
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
道
が
と
驚

い
て
い
ま
し
た
。
行
く
先
は
中
央
公
国
で

す
。
予
定
時
間
よ
り
早
く
着
き
、

子
供
達

は
ブ
ラ
ン
コ
、
健
康
遊
歩
道
(
尖
っ
た
石

等
が
あ
る
道
)
を
歩
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
大
人
達
は
少
々
バ
テ
気
味
で
し

た
。
そ
の
中
で
八
六
歳
と
八
四
歳
の
老
夫

婦
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
私
達
と
同
じ
ス

ピ
ー
ド
で
歩
い
て
お
ら
れ
た
の
で
、
お
二

人
に
健
康
の
秘
訣
を
聞
く
と
、
ま
ず
気
力

が
一
番
で
次
に
早
寝
、
早
起
き
を
実
践
す

る
こ
と
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
朝
は
五
時
に

起
き
、
二
人
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
趣

味
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

子
供
会
の
行
事
は
事
故
も
な
く
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
子
供
会
の
役
員
の
皆
様
の

努
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

ー
八
木
|

網
戸
を
つ
け
て
一
安
心

さ
ん
宅
で
は
暑
い
の
で
玄
関
の
ド
ア

を
あ
け
て
お
く
と
猫
が
入
っ
て
き
て
、
鮭

や
鰯
の
て
ん
ぷ
ら
を
食
べ
る
の
で
困
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
網
戸
を
つ
け
れ
ば
涼

し
い
風
も
入
っ
て
く
る
と
考
え
、
設
置
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

十
三
日
出
、
津
田
さ
ん
達
二

人
が
み


え
、
早
速
仕
事
に
か
か
り
ま
し
た
。


ま
ず
玄
関
の
長
さ
を
計
り
、
そ
れ
に
合


わ
せ
て
上
下
の
サ
ッ
シ
を
切
り
ま
す
。
そ


S
し
て
サ
ッ
シ
を
止
め
る
釘
穴
を
ド
リ
ル


で
抜
き
ま
す
。
網
戸
に
サ
ッ
シ
を
あ
て
て


様
子
を
見
ま
す
。
よ
か
っ
た
の
で
上
下
の


サ
ッ
シ
を
釘
を
止
め
、
網
戸
を
入
れ
ま


す
。
網
戸
の
滑
り
具
合
を
確
か
め
、


「こ
れ
で
よ
し
」

と
言
い
、
お
ま
け
に
ド
ア
の
戸
車
の
つ
け

替
え
ま
で
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ん
の
奥
さ
ん
は
大
喜
び。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
何
回
も
お
礼
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り


.

就
業
会
員
の
募
集

江
田
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
江
田
島
市
か
ら
「
就
職
活
動
を
行
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
職
業
に

つ
く

こ
と
が
で
き
な
い
方
に、

次
の
職
業
に
つ

く
ま
で
の
短
期
の
雇
用
・
就
業
機
会
を
創

出
、
提
供
す
る
」
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と

し
て
「
学
校
環
境
美
化
推
進
事
業
」
の
委

託
を
受
け
、
就
業
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す。
仕
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

0

.
樹
木
の
手
入
れ

・
校
地
内
外
の
除
草

・
そ
の
他
環
境
美
化
業
務


就
業
期
間


八
月

一
日 
1
一二
月
三
十

一
日 

(八
ヶ
月
)


週
四
日
勤
務
(
九
時

1
十
六
時
)


勤
務
地

江

田

島
市
内
十
四
か
所
の


小
・
中
学
校
等
で

人
が
こ
か
所
担
当
。 

-
退
任
お
知
ら
せ

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

ま
し
た

理
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
長
い
間
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
尽
力
し

て
い
た
だ
い
た
「
山
佐
勇
様
、
土
手
二
正

様
、
梶
岡
節
夫
様
、
下
野

一
彦
様
」
が
理

事
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

S

U



平成21年� 7月� 1日 シルバ 一 江 田 島 第� 34 号(8) 

切除決督官多勢民 間ZLZU凱


浴室の掃除

植木の手入れ

(男定)

ワープロ
パソコンでの
原稿づくり

包丁研ぎ

家具等の移動
(同じフロアのみ)

誠雲可可J!?咋.
チラシ配布.あて名書き べノ-十ヤgE表室� ご涜佐た

誰でも会員になれます

江田島市在住の方 
  
60歳以上で健康な方 

働く意欲のある方 



